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令和元年度決算

一般会計・特別会計

公営企業会計

会計区分 歳　入　額 歳　出　額 翌年度へ
繰り越すべき財源 実質収支額 基金繰入額 採決の結果

一 般 113億6411万円 111億2635万円     5630万円 1億8146万円 1億円 賛成14反対1 
国民健康保険 26億 244万円 25億7134万円    0円 3110万円 1600万円 賛成14反対1 
後期高齢者医療 2億8940万円 2億8859万円 0円 81万円 0円 全員賛成
介 護 保 険 24億8350万円 23億9510万円 0円 8840万円 4500万円 全員賛成

会　　　計　　　名 収　入　額 支　出　額 差　引　額 採決の結果

水 道 事 業
収益的収支（税抜） 7億 933万円 6億8298万円 2635万円

全員賛成
資 本 的 収 支 1億8811万円 4億 441万円 △ 2億1630万円

病 院 事 業
収益的収支（税抜） 6億5059万円 6億5333万円 △   274万円

全員賛成
資 本 的 収 支 7233万円 1億2352万円 △  5119万円

下 水 道 事 業
収益的収支（税抜） 8億9463万円 9億 226万円 △   763万円

全員賛成
資 本 的 収 支 9億7826万円 12億1054万円 △ 2億3228万円

執
行
の
概
要
を
問
う
総
括
質
疑

決

算
111億2635万円
一般会計歳出

行財政・議会活性化調査特別委員会で審査
決算審査報告書は６頁に

会計別の決算状況

１
０
０
０
円
、
幼
稚
園
で
３

８
４
７
万
６
０
０
０
円
、
保

育
所
と
幼
稚
園
合
わ
せ
５
２

０
２
万
７
０
０
０
円
が
交
付

さ
れ
て
い
る
。
保
育
料
な
ど

の
減
収
額
よ
り
も
多
い
金
額

が
交
付
さ
れ
た
要
因
と
し
て

は
、
国
の
積
算
単
価
が
町
の

単
価
よ
り
も
高
額
に
設
定
さ

れ
た
た
め
で
あ
る
。

問　
収
納
率
を
上
げ
る
た
め
、

現
年
度
分
及
び
過
年
度
分
に

対
し
、
新
た
に
行
っ
た
対
策

は
あ
る
の
か
。

答　
納
付
推
進
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
た
催
告
書
発
送
、
少

額
事
案
に
対
し
て
催
告
書
、

差
押
予
告
、
強
制
執
行
の
予

告
書
を
新
た
に
発
送
し
た
。

　

ま
た
、
２
年
度
か
ら
の
新

た
な
手
法
と
し
て
、
対
策
本

部
会
議
で
ス
マ
ホ
収
納
の
提

案
を
行
っ
た
。

問　
地
方
特
例
交
付
金
の
中

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
臨

時
交
付
金
の
内
訳
は
。

答　
令
和
元
年
度
９
月
会
議

の
補
正
に
お
い
て
、
10
月
以

降
、
６
カ
月
間
で
無
償
化
に

関
わ
る
保
護
者
負
担
額
の
減

収
分
と
し
て
、
保
育
所
と
幼

稚
園
、
合
わ
せ
て
２
７
０
８

万
８
０
０
０
円
の
減
収
を
見

込
ん
だ
。

　

国
の
単
価
に
よ
り
積
算
さ

れ
、
保
育
所
で
１
３
５
５
万
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100％

町税

地方交付税

町債
国・県支出金

その他

合　計

9.8％

13.6％

17.3％

36.4％

22.9％

令和元年度

26億　255万円

41億3641万円

11億1915万円
19億5873万円

15億4727万円

113億6411万円100％

9.7％

16.8％

13.2％

36.6％

23.7％

平成30年度

26億　523万円

40億3623万円

10億6479万円
14億5408万円

18億5447万円

110億1480万円

6.1％

17.3％

13.4％

37.4％

25.8％

平成29年度

26億　284万円

37億7313万円

6億1330万円
13億5637万円

17億4441万円

100％ 100億9005万円

一般会計　歳入の推移

令和元年度決算をチェック 予算はどのように使われたか

駅東地区に開園した認可保育所の整備にあたり、
施設整備費の補助を行いました。

保育施設整備事業
� ２億1423万円

町営住宅整備事業
　� 1億2139万円

老朽化により建て替えが必要とされた町営住宅を
建設しました。

定住促進補助金、空き家再生補助金を交付しました。令和元年台風第19号により発生した災害廃棄物処
理を行いました。

災害廃棄物処理事業
� 7871万円

定住促進奨励事業
� 　4933万円
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決算を分析
　監査委員による審査は６月16日から８月17日まで
の間に10日間行われました。
【審査の結果】
　決算その他関係書類が法令に適合し、かつ正確であ
ると認めました。
　社会の要請である働き方改革を推進し、時間外労働
の一層の縮減を図るとともに、引き続き町政の健全な
発展と財政の長期的収支均衡確保に留意し、既存事業
を見直すなど健全にして効率的な行財政の運営に努め
られるよう望みます。

決算審査
意 見 書

■町税や使用料などの収納状況

■借り入れ現在高

項　　　　目 収入済額        収入率 不納欠損額 収入未済額

町 税

町  民  税 10億9037万円 97.6% 167万円 2567万円

固 定 資 産 税 11億6191万円 95.4% 320万円 5277万円

軽 自 動 車 税 7853万円 95.1% 22万円 383万円

都 市 計 画 税 9675万円 95.6% 33万円 417万円

国 民 健 康 保 険 税 4億9823万円 82.4% 1162万円 9486万円

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 2億1412万円 98.8% 3千円 255万円

介　 護 　 保 　 険 　 料 5億8567万円 98.5% 88万円 826万円

保 育 所 使 用 料 3689万円 97.6% − 90万円

町 営 住 宅 使 用 料 6641万円 85.7% − 1105万円

幼 稚 園 使 用 料 1668万円 95.2% − 84万円

一 般 会 計 109億1874万円

水 道 事 業 会 計 33億1475万円

病 院 事 業 会 計 4億2885万円

下 水 道 事 業 会 計 69億8350万円

（債務負担行為は含まない）

※収入率は小数点第2位以下を四捨五入している。

相馬代表監査委員の審査報告
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財 政 調 整 基 金 10億6722万円

合 併 振 興 基 金 8億8711万円

福 祉 基 金 　9381万円

減 債 基 金 2億3086万円

公 共 施 設 整 備 基 金 1億9496万円

そ の 他 目 的 基 金 3億9414万円

国保事業財政調整基金ほか 9億3574万円

介 護 給 付 費 準 備 基 金 3億3927万円

基金合計 41億4311万円

令和元年度の

■基金（２年3月31日現在）〔土地・債券等を除く〕

■資金不足比率
　公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模
に対する比率。早期健全化基準は20％だが、
資金不足額はない。

■財政分析主要指数の推移（一般会計）
年度

区分
平成

30年度
令和

元年度
前年度
対増減

ア　財 政 力 指 数 0.424 0.427  0.003

イ　実 質 収 支 比 率 2.0％ 2.5％ 0.5％ 

ウ　経 常 収 支 比 率 91.5％ 92.9％  1.4％

エ　実質公債費比率 8.9％ 8.3％ △ 0.6％

オ　将 来 負 担 比 率 40.1％ 37.7％ △ 2.4％

※早期健全化基準とは…財政収支が不均衡な状況そ
の他の財政状況が悪化した状況で、自主的かつ計画的
に財政の健全化を図るべき基準として定められた数値。

※標準財政規模とは…
標準的な行政活動に必要な経常的一般財源の規模。

ア　財政力指数
　財政力を判断する指数として用いられ、
この指数が１に近いほど財源に余裕がある
とされている。前年度比0.003ポイント増加
している。

イ　実質収支比率
　※標準財政規模に対する実質収支の割合
で、前年度比0.5ポイント増加している。

ウ　経常収支比率
　財政構造の弾力性を判断する指標で、数
値が高いほど財政が硬直化していることに
なる。前年度比1.4ポイント増加している。

エ　実質公債費比率
　公債費による財政負担の状況を示す指標で
ある。地方債発行の同意基準として用いられ
る。令和元年度の実質公債費比率は8.3％で、
※早期健全化基準の25％を下回っている。

オ　将来負担比率
　一般会計等が将来負担すべき実質的な債
務の標準財政規模に対する割合である。令
和元年度の将来負担比率は37.7%で、早期
健全化基準の350％を下回っている。対前
年度比の減少は、地方債現在高の減が主な
要因として挙げられる。

会計の名称 令和元年度
水 道 事 業 会 計

資金不足額
なし

病 院 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

財政の健全化判断比率
　健全化判断比率、その算定の
基礎となる事項を記載した書類
がともに法令に適合し、かつ正
確であると認められる。

美里町議会だより
令和２年11月１日 5



特別委員会

７議案を認定可決
令和元年度決算の

　

令
和
元
年
度
決
算
７
議
案
は
、

行
財
政
・
議
会
活
性
化
調
査
特
別

委
員
会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
決
算
内
容
を

精
査
す
る
た
め
、
担
当
課
へ
の
聞

き
取
り
や
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
９
月
14
日
に
行
わ
れ
た

連
合
審
査
で
は
、
４
人
の
委
員
が

19
項
目
を
質
疑
し
ま
し
た
。

　

各
分
科
会
の
審
査
報
告
を
も

と
に
、
決
算
７
議
案
に
つ
い
て
す

べ
て
認
定
す
べ
き
と
の
審
査
報

告
書
を
、
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

行
財
政
・
議
会
活
性
化
調
査

　

 

特
別
委
員
会

委
員
長　

我　
妻　
　
薫

審査報告書の特別委員会の意見は次のとおりです。
１　歳入について、町税等の収納向上に各課連携のもと努められたい。収入未済額の解

消に向け、なお一層対策を強化されたい。
２　総務費について、人づくり、地域づくり、まちづくりに努められたい。将来を見据え、

施設等の適正管理に努められたい。
３　民生費について、待機児童の解消になお一層努められたい。老朽化が著しい小牛田

保育所分園について今後の方針を明確にされたい。
４　衛生費について、生活系ごみの減量になお一層努められたい。
５　農林水産業費について、農商工連携により商品開発、ブランド化、販路の確保を図り、

農業の活性化を推進されたい。担い手の育成、支援に努められたい。
６　商工費について、新規事業者及び既存事業所の支援に努められたい。
７　土木費について、町道等の整備・維持管理については、引き続き努力されたい。
８　消防費について、消防団、自主防災組織及び関係団体と連携し、総合防災対策の充

実を図られたい。
９　後期高齢者医療特別会計について、健康増進事業に補助金を有効活用されたい。
10　水道事業会計について、有収率向上になお一層努められたい。
11　病院事業会計について、常勤医師確保になお一層努められたい。
12　下水道事業会計について、公共下水道の整備促進を図り、水洗化率の向上に努めら

れたい。下水道施設の計画的な維持管理に努められたい。
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決
算
の
詳
細
を
問
う

連
合
審
査

職
員
福
利
厚
生
事
業

�

に
つ
い
て

問　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

の
回
数
、
内
容
は
。

答　
10
月
30
日
の
午
前
、
午

後
に
２
回
開
催
し
た
。
研
修

テ
ー
マ
は
「
自
分
を
知
っ
て

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合

お
う
」
で
あ
り
、
心
の
疲
労

新規採用職員研修

漏水した水道管の修繕工事の様子

度
チ
ェ
ッ
ク
の
手
法
や
、
エ

コ
グ
ラ
ム
と
い
う
自
分
の
性

格
を
診
断
す
る
手
法
に
つ
い

て
研
修
を
し
た
。

問　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実

施
後
の
対
応
は
。

答　
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
ハ

イ
リ
ス
ク
と
な
っ
た
職
員
が

医
師
の
面
談
を
希
望
し
た
場

合
、
精
神
科
の
医
師
に
よ
る

面
談
を
実
施
。
ま
た
、
医
師

に
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
が
高
い

職
員
を
抽
出
し
て
い
た
だ
き
、

７
人
に
つ
い
て
面
談
検
査
を

実
施
し
た
。

法
令
管
理
事
業
に

�

つ
い
て

問　
職
員
向
け
法
務
研
修
が

40
回
、
参
加
者
４
０
２
人
と

大
き
く
増
加
し
た
理
由
は
。

答　
内
部
統
制
指
導
員
に
よ

る
民
法
改
正
研
修
及
び
採
用

後
一
、
二
年
目
の
職
員
を
対

象
と
し
た
法
令
の
基
礎
研
修

を
実
施
し
た
。

　

民
法
改
正
研
修
は
、
２
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
民
法

改
正
内
容
に
つ
い
て
、
合
計

18
回
開
催
、
延
べ
３
８
２
人

が
参
加
し
た
。

　

法
令
の
基
礎
研
修
は
、
合

計
22
回
開
催
、
対
象
者
は
20

人
で
あ
っ
た
。

水
道
事
業
会
計
に

�

つ
い
て

問　
有
収
率
87
・
３
％
、
前

年
度
よ
り
１
・
４
ポ
イ
ン
ト

減
少
の
要
因
は
。

答　
経
年
劣
化
に
よ
る
老
朽

管
の
大
規
模
な
漏
水
事
故
の

発
生
や
、
給
水
分
岐
か
ら
水

道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
間
に
お

け
る
経
年
劣
化
に
よ
る
給
水

管
の
継
ぎ
手
破
損
、
止
水
栓

の
不
良
が
主
な
要
因
。

問　
目
標
有
収
率
を
ど
れ
く

ら
い
と
し
て
改
良
工
事
を
行

っ
て
い
る
の
か
。　

答　

昨
年
度
料
金
改
定
し
、

投
資
・
財
政
計
画
を
策
定
、

有
収
率
の
目
標
は
90
％
と
し

て
い
る
。

問　
収
入
未
済
額
６
１
１
万

８
６
７
４
円
の
内
訳
は
。

答　

保
護
者
等
納
付
金
は
、

保
育
所
現
年
度
分
14
万
４
０

０
０
円
、
小
学
校
現
年
度
分

１
４
７
万
５
４
２
１
円
、
過

学
校
給
食
費
納
付
金
の

収
入
未
済
額
に
つ
い
て

年
度
分
１
７
４
万
９
０
０
円
、

中
学
校
現
年
度
分
99
万
７
６

２
５
円
、
過
年
度
分
１
０
２

万
３
７
４
４
円
、
幼
稚
園
現

年
度
分
22
万
１
９
３
５
円
、

過
年
度
分
37
万
３
７
７
１
円

で
あ
る
。

　

職
員
等
納
付
金
は
、
小
学

校
現
年
度
分
６
万
９
３
９
円
、

過
年
度
分
５
１
１
３
円
、
中

学
校
現
年
度
分
４
万
４
４
１

１
円
、
過
年
度
分
５
０
０
０

円
、
幼
稚
園
現
年
度
分
２
万

５
８
１
５
円
で
あ
る
。

問　
職
員
等
過
年
度
分
は
問

題
で
あ
る
。
人
数
、
今
後
の

対
応
は
。

答　
小
学
校
職
場
体
験
者
１

人
、
教
職
員
１
人
、
中
学
校

教
職
員
１
人
の
３
人
で
あ
る
。

現
在
９
月
末
ま
で
の
納
入
で

進
ん
で
い
る
。

　

教
員
の
部
分
が
過
年
度
に

な
る
こ
と
は
、
反
省
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
連
絡
が
不

十
分
で
あ
り
、
今
後
し
っ
か

り
指
導
し
て
い
く
。
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詳細を審査

総
務
、
産
業

建
設　
分
科
会

現地調査（農業用ドローン　二郷にて）

現地調査（町営山の神住宅）

分科会審査内容
　

一
般
会
計
全
体
の
現
年
度

分
収
入
未
済
額
は
前
年
度
に

比
較
し
て
お
よ
そ
３
０
０
万

円
減
少
し
て
い
る
。

　

徴
収
対
策
課
の
努
力
に
よ

り
年
次
改
善
さ
れ
て
い
る
数

値
で
あ
る
が
、
収
入
未
済
額
、

滞
納
繰
越
、
不
納
欠
損
の
縮

減
に
向
け
、
更
な
る
取
組
に

尽
力
さ
れ
る
よ
う
に
意
見
と

し
た
。

将
来
を
見
据
え
施
設

な
ど
の
適
正
管
理
を

　

美
里
町
総
合
計
画
・
総
合

戦
略
と
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
き
人
口
減
少

社
会
を
見
据
え
な
が
ら
各
課

町
税
な
ど
の
収
納
向

上
、
各
課
連
携
の
も

と
に

で
連
携
し
て
各
施
設
、
財
産

な
ど
の
適
正
な
管
理
運
営
に

新
規
事
業
者
及
び
既

存
事
業
所
の
支
援
を

　

中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付

は
融
資
斡
旋
限
度
額
を
増
額

し
た
こ
と
で
令
和
元
年
度
は

21
件
、
１
億
６
０
６
４
万
円

と
件
数
、
金
額
が
と
も
に
増

加
し
、
事
業
と
し
て
成
果
を

上
げ
て
い
る
。
新
規
事
業
者

や
既
存
事
業
所
の
事
業
拡
大

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
商

工
業
者
の
育
成
支
援
に
繋
が

る
も
の
と
考
え
意
見
と
し
た
。

町
道
な
ど
の
維
持
管

理
は
引
き
続
き
努
力

さ
れ
た
い

　

町
民
の
安
心
、
安
全
で
快

適
な
生
活
環
境
基
盤
を
確
保

す
る
た
め
、
道
路
や
用
悪
水

路
、
公
園
な
ど
の
維
持
管
理

に
引
き
続
き
努
力
す
る
こ
と

を
求
め
た
。

努
め
る
こ
と
を
求
め
た
。

美里町議会だより
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老
朽
化
が
著
し
く
廃
園
の

方
針
を
打
ち
出
し
た
が
、
待

機
児
童
解
消
の
た
め
再
び
利

用
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
保

育
環
境
に
不
公
平
が
生
じ
て

い
る
。
待
機
児
童
が
解
消
す

る
ま
で
こ
の
ま
ま
利
用
す
る

の
で
は
な
く
、
今
後
の
方
針

を
明
確
に
し
、
手
立
て
を
と

る
べ
き
で
あ
る
。

小
牛
田
保
育
所
分
園�

�

今
後
の
方
針
を

教
育
、
民
生　

分
科
会

現地調査（みつばち保育園）

現地調査（南郷病院）

未
納
解
消
に

な
お
一
層
の
対
策
を

　

収
入
未
済
額
は
、
保
育
所

使
用
料
が
90
万
２
１
０
０
円
、

幼
稚
園
使
用
料
が
83
万
７
０

０
０
円
、
給
食
費
が
６
１
１

万
８
６
７
４
円
、
国
民
健
康

保
険
税
が
９
４
８
６
万
４
９

１
５
円
、
介
護
保
険
料
が
８

２
５
万
５
３
５
７
円
で
あ
る
。

　

生
活
実
態
を
把
握
し
、
支

援
が
必
要
で
あ
れ
ば
手
立
て

を
と
る
な
ど
解
消
に
向
け
、

な
お
一
層
の
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

保
育
所
を
増
や
し
て

待
機
児
童
の
解
消
を

　

待
機
児
童
は
16
名
で
あ
る
。

10
月
か
ら
保
育
料
が
無
償
化

に
な
り
、
預
け
て
働
く
親
が

増
え
て
お
り
、
施
設
を
増
や

す
取
り
組
み
を
す
べ
き
で
あ

る
。

ご
み
の

�

減
量
化
対
策
を

　

燃
や
せ
る
ご
み
に
つ
い
て
、

事
業
系
は
減
っ
て
い
る
が
、

生
活
系
ご
み
は
増
え
て
お
り
、

県
内
で
は
多
い
方
か
ら
２
番

目
で
あ
る
。「
分
別
と
３
切

り
運
動
」
を
町
民
に
呼
び
か

け
て
き
た
が
、
さ
ら
な
る
対

策
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

健
康
増
進
保
持
事
業
、

�

補
助
金
の
活
用
を

　

他
市
町
で
は
脳
ド
ッ
ク
、

健
康
体
操
・
水
中
運
動
教
室

な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
に

活
用
し
て
い
る
。

　

２
年
度
で
補
助
金
を
活
用

し
て
「
健
診
・
受
診
勧
奨
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
す
る

予
定
と
し
て
い
る
が
、
各
担

当
課
連
携
で
健
康
増
進
保
持

の
事
業
に
有
効
活
用
す
べ
き

で
あ
る
。

漏
水
対
策
を
強
化
し

�

有
収
率
向
上
を

　

水
道
管
の
経
年
劣
化
に
よ

る
漏
水
で
有
収
率
が
低
下
し

た
。
漏
水
調
査
を
強
化
し
、

有
収
率
の
向
上
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。

南
郷
病
院
の

�

常
勤
医
師
確
保
を

　

常
勤
医
師
確
保
の
体
制
は
、

病
院
事
業
継
続
に
大
き
く
影

響
す
る
。

　

引
き
続
き
、
医
師
確
保
に

努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
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９月会議

中小企業・小規模企業
　　振興基本条例を可決

　
９
月
会
議
が
９
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
８
人
が
18
項
目
を
質
問
、
議
案
の
審
議
で
は
条
例
改
正
や
補
正
予

算
、
令
和
元
年
度
決
算
認
定
な
ど
20
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

美
里
町
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
基
本
条

例（
要
旨
）　
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
の
活
力
が
最
大
限
に

発
揮
さ
れ
る
こ
と
の
必
要
性

に
鑑
み
、
地
域
の
実
情
に
適

し
た
産
業
振
興
、
中
小
企
業

施
策
の
展
開
を
図
る
上
で
、

町
の
基
本
理
念
を
示
す
と
と

も
に
、
そ
の
責
務
等
を
明
確

に
す
る
た
め
制
定
を
す
る
も

の
で
す
。

賛
成
13
反
対
１（
可
決
）

質
疑

問　
こ
の
基
本
条
例
の
必
要

性
は
。

答　
自
立
的
で
個
性
豊
か
な

地
域
社
会
の
形
成
に
お
い
て
、

今
般
改
め
て
そ
の
重
要
性
が

広
く
認
識
さ
れ
た
も
の
と
考

え
て
お
り
、
そ
の
認
識
と
取

り
組
み
を
一
過
性
の
も
の
と

し
な
い
た
め
に
、
ま
た
、
政

策
の
継
続
性
と
一
貫
性
を
確

保
す
る
意
味
か
ら
必
要
と
考

え
た
。

問　
今
後
、
定
期
的
に
こ
の

中
身
を
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

計
画
し
て
い
る
の
か
。

答　
検
証
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
ま
だ
想
定
し
て

い
な
い
。
今
後
、
こ
の
条
例

に
基
づ
き
、
総
合
計
画
な
ど

の
関
連
施
策
に
反
映
し
て
い

く
。

問　
次
の
総
合
計
画
、
総
合

戦
略
に
盛
り
込
ま
せ
、
整
合

性
を
取
り
、
施
策
の
展
開
が

行
わ
れ
る
の
か
。

答　
今
後
、
商
工
会
と
緊
密

に
連
携
を
取
り
、
し
っ
か
り

と
将
来
の
展
開
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
町
と
し
て

も
責
任
を
も
っ
て
進
め
て
い

き
た
い
。

賛
否
討
論

反
対�

手 

島 

牧 

世

条
項
内
容
の
精
査
を

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
条

例
で
は
、
政
策
な
ど
の
案
は

意
見
な
ど
の
提
出
期
間
７
日

前
ま
で
に
公
表
し
、
併
せ
て

策
定
の
趣
旨
、
目
的
及
び
背

景
、
実
施
機
関
の
考
え
方
及

び
論
点
、
必
要
な
関
連
資
料

を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
あ
る
。

　

今
回
に
つ
い
て
は
、
適
切

に
運
用
さ
れ
、
広
く
町
民
な

ど
か
ら
意
見
及
び
情
報
を
得

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
こ
の
条
例
は
基
本
的
施

策
の
方
向
性
を
示
す
と
い
う

が
「
商
業
の
振
興
に
関
す
る

施
策
」
と
あ
り
、
一
つ
の
業

種
に
特
化
し
た
施
策
に
矛
盾

を
覚
え
る
。
条
項
に
、
合
議

体
に
関
す
る
項
目
も
な
く
、

第
10
条
の
基
本
的
施
策
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
を
施
策
の
基

本
方
針
に
す
る
な
ど
、
表
現

の
再
確
認
、
内
容
の
見
直
し

を
求
め
反
対
す
る
。

美
里
町
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例

賛
成　

�

山 

岸 

三 

男

理
念
型
条
例
で
あ
り
賛
成

　

平
成
26
年
６
月
27
日
公
布

さ
れ
た
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
に
よ
っ
て
、
中
小
・
小

規
模
事
業
者
支
援
へ
の
行
政

の
在
り
方
が
記
述
さ
れ
、
平

成
27
年
７
月
に
は
宮
城
県
に

お
い
て
も
、
支
援
す
る
施
策

の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た

め
、
中
小
・
小
規
模
企
業
に

関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
て

い
る
。
遠
田
商
工
会
よ
り
平

成
29
年
、
令
和
元
年
と
２
度

に
渡
り
条
例
制
定
、
要
望
書

の
提
出
が
あ
っ
た
。
県
内
自

治
体
14
市
町
は
制
定
済
み
で
、

議
会
提
出
予
定
３
団
体
、
準

備
中
３
団
体
、
検
討
中
12
団

体
と
な
っ
て
い
る
。

　

基
本
条
例
の
目
的
、
基
本

理
念
・
町
の
責
務
、
関
係
機

関
の
役
割
な
ど
を
定
め
た
理

念
型
条
例
で
あ
り
賛
成
す
る
。

地域の産業振興を担う商工会

美里町議会だより
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権
利
を
放
棄
す
る
こ
と

に
つ
い
て

（
美
里
町
営
住
宅
使
用
料
）

（
要
旨
）　
町
営
住
宅
使
用
料

に
つ
い
て
、
消
滅
時
効
に
係

る
時
効
期
間
が
経
過
し
、
か

つ
、
債
権
を
こ
れ
以
上
保
持

し
て
も
債
務
者
の
実
態
か
ら

納
付
が
見
込
ま
れ
な
い
債
権

を
放
棄
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

（
要
旨
）　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

下
水
道
課
と
水
道
事
業
所
を

統
合
し
、
上
下
水
道
事
業
を

一
体
的
に
経
営
す
る
た
め
の

関
係
条
例
の
改
正
で
す
。

�

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　
一
つ
の
企
業
体
で
運
営

し
て
い
く
の
か
。

答　
会
計
は
、
水
道
事
業
会

計
、
下
水
道
事
業
会
計
と

別
々
と
な
る
。

美
里
町
課
設
置
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

（
要
旨
）　

町
は
地
域
の
防

災
・
減
災
と
低
炭
素
化
を
同

時
に
実
現
す
る
た
め
に
、
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
、
国
際
航
業
・
東
北
電

化
工
業
共
同
企
業
体
と
１
億

７
７
５
３
万
円
で
業
務
委
託

契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　
工
事
は
３
カ
所
で
、
期

間
は
３
年
１
月
15
日
ま
で
だ

が
、
工
事
の
順
番
は
。

　
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
交
換

で
電
気
料
は
年
間
ど
の
く
ら

い
の
削
減
に
な
る
か
。

答　

基
本
的
に
は
３
カ
所

別
々
に
進
め
る
予
定
で
、
細

か
い
工
程
は
契
約
業
者
と
調

整
し
て
い
く
。

　

企
画
提
案
書
の
中
で
推
定

し
て
い
る
電
気
料
の
削
減
金

額
は
、
年
間
１
９
０
万
円
で

あ
る
。

問　

蓄
電
池
の
容
量
は
32
キ

ロ
ワ
ッ
ト
だ
が
、
停
電
時
ど

の
く
ら
い
持
つ
容
量
な
の
か
。

ま
た
、
非
常
用
コ
ン
セ
ン
ト

の
数
が
施
設
ご
と
に
違
う
が
。

答　

蓄
電
池
は
通
常
の
明
る

さ
で
点
灯
す
る
と
１
時
間
程

度
で
切
れ
る
が
、
非
常
時
の

場
合
は
、
照
度
調
整
す
る
の

で
10
時
間
程
度
持
つ
。
非
常

用
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
災
害
時
に

最
低
限
必
要
な
機
器
を
使
う

た
め
の
数
で
設
定
し
た
。

業
務
委
託
契
約
の
締
結

（
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ

ー
設
備
等
導
入
事
業
）

統合され、上下水道課に

■令和２年度９月会議
議
案
番
号

　議員氏名　

　議案名

吉
田
眞
悦

鈴
木
宏
通

村
松
秀
雄

吉
田
二
郎

平
吹
俊
雄

手
島
牧
世

佐
野
善
弘

藤
田
洋
一

山
岸
三
男

柳
田
政
喜

前
原
𠮷
宏

櫻
井
功
紀

福
田
淑
子

千
葉
一
男

我
妻　

薫

大
橋
昭
太
郎

賛

成

反

対

審
議
結
果

議案第25号 美里町中小企業・小規模企業振興基本
条例 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ − 13 1 可決

認定第１号 令和元年度美里町一般会計歳入歳出決
算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ − 14 1 可決

認定第２号 令和元年度美里町国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ − 14 1 可決

議案第38号 令和２年度美里町一般会計補正予算
（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ − 14 1 可決

※すべての議案の賛否一覧は美里町公式ホームページに掲載しています。

○は賛成、×は反対、欠は欠席を表しています。議長は表決に加わりません。

意見が分かれた議案の賛否一覧

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

佐さ

さ

き
々
木　
勝か
つ
も
と基 

氏

�

（
平
針
３
区
）

　

町
長
が
議
会
の
意
見

を
聞
い
て
法
務
大
臣
に

推
薦
し
ま
す
。
任
期
は

３
年
１
月
か
ら
３
年
間

で
す
。 人

事
案
件

美里町議会だより
令和２年11月１日 11



令和２年度
補正予算

２億5147万円を承認
コロナ対策などに

（
要
旨
）　

２
億
５
１
４
７
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
４

７
億
６
５
５
３
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総

務
費
１
億
４
０
３
０
万
円
、

民
生
費
３
９
３
万
円
、
衛
生

費
４
８
２
６
万
円
、
農
林
水

産
業
費
４
３
０
万
円
を
追
加

し
、
商
工
費
１
７
５
７
万
円

減
額
し
、
土
木
費
１
９
３
万

円
、
消
防
費
１
３
３
９
万
円
、

教
育
費
５
６
９
３
万
円
追
加

し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
特
例
交

付
金
に
６
０
２
万
円
、
地
方

交
付
税
に
１
億
９
１
０
４
万

円
追
加
し
、
使
用
料
及
び
手

数
料
で
２
万
円
減
額
、
国
庫

支
出
金
に
２
億
２
３
１
８
万

円
、
県
支
出
金
に
２
３
６
２

万
円
を
追
加
し
、
繰
入
金
で

１
億
５
５
２
１
万
円
減
額
し

ま
し
た
。

　
賛
成
14　
反
対
１（
可
決
）

一
般
会
計

質
疑

問　
交
流
の
森
・
交
流
館
の

指
定
管
理
者
施
設
運
営
持
続

化
支
援
金
４
６
３
万
円
の
内

訳
は
。

答　
指
定
管
理
者
の
現
在
の

経
営
状
況
を
算
出
根
拠
に
、

２
年
３
月
か
ら
８
月
ま
で
の

減
収
の
見
込
額
１
１
２
２
万

円
か
ら
、
同
じ
８
月
ま
で
の

指
定
管
理
料
１
９
７
万
円
を

差
し
引
き
、
町
と
指
定
管
理

者
で
割
っ
た
金
額
で
あ
る
。

問　
消
火
栓
の
修
理
場
所
と

新
設
箇
所
は
。

答　
修
繕
工
事
は
、
福
ケ
袋

字
中
畑
、
二
郷
字
蔵
人
主
一

号
、
二
郷
字
小
島
、
大
柳
字

東
境
の
４
カ
所
で
、
地
上
型

の
消
火
栓
の
漏
水
が
見
ら
れ

る
部
品
の
交
換
を
行
う
。

　

消
火
栓
設
置
工
事
は
、
峯

山
地
区
の
地
下
式
の
も
の
を

新
し
く
入
れ
替
え
る
。

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費

の
詳
細
は
。

答　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
密

集
状
態
緩
和
の
た
め
29
人
乗

り
バ
ス
２
台
を
購
入
す
る
。

　

運
転
手
は
現
体
制
で
運
用

し
て
い
く
。

問　
水
防
事
業
の
そ
の
他
消

耗
品
と
水
防
用
備
品
購
入
費

の
中
身
は
。

答　
そ
の
他
消
耗
品
は
、
消

防
団
員
装
備
品
の
充
実
と
し

て
、
救
命
胴
衣
４
６
０
着
、

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ロ
ー
プ
９

本
。
水
防
用
備
品
購
入
費
は
、

救
命
ボ
ー
ト
９
艇
、
発
電
機

29
台
、
投
光
器
29
器
を
想
定

し
て
い
る
。

問　
消
防
団
に
よ
る
救
命
ボ

ー
ト
を
使
用
し
た
救
命
救
護

活
動
、
消
防
署
と
役
割
分
担

の
確
認
は
ど
う
か
。

答　
こ
れ
を
機
に
、
消
防
署
、

役
場
の
条
例
、
機
関
設
置
の

内
容
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
確
認
し
、
連
携
に

努
め
て
い
く
。

問　
小
中
学
校
感
染
対
策
事

業
の
校
内
消
毒
業
務
委
託
料

の
詳
細
は
。

答　
各
小
中
学
校
で
教
員
が

行
っ
て
い
る
清
掃
業
務
、
消

毒
業
務
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
す
る
。

問　
新
生
児
特
別
臨
時
給
付

金
事
業
の
支
給
対
象
者
と
申

請
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

答　

対
象
者
は
、
３
月
31
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生
児
で

あ
る
。
ま
た
、
申
請
期
限
が

迫
っ
た
方
に
は
、
窓
口
な
ど
で

丁
寧
に
案
内
し
、
期
限
内
の

申
請
を
勧
め
て
い
く
。

問　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定

期
予
防
接
種
対
象
者
、
中
学

３
年
生
ま
で
の
対
象
者
の
詳

細
は
。

答　
定
期
予
防
接
種
対
象
者

は
、
65
歳
以
上
の
方
と
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
相
当
の
障
害
が

あ
る
方
。
１
歳
か
ら
13
歳
未

満
の
２
回
接
種
は
３
０
０
０

人
、
13
歳
以
上
中
学
３
年
生

ま
で
は
１
回
接
種
の
４
２
５

人
。
10
月
１
日
基
準
で
対
象

者
の
７
割
の
接
種
を
想
定
し

て
い
る
。

（
要
旨
）　
収
益
的
収
入
に
県

補
助
金
３
９
５
万
円
、
そ
の

他
特
別
利
益
３
２
５
万
円
を

追
加
し
、
病
院
事
業
収
益
合

計
を
７
億
２
４
７
７
万
円
と

し
ま
し
た
。

　
支
出
に
つ
い
て
は
、
患
者

待
合
用
の
椅
子
を
環
境
消
毒

薬
剤
に
耐
え
ら
れ
る
生
地
に

張
り
替
え
る
費
用
、
風
邪
の

症
状
等
を
有
す
る
患
者
の
専

用
診
察
室
を
整
備
す
る
費
用

を
含
め
た
修
繕
費
経
費
、
代

理
受
領
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
従
事
者

慰
労
金
を
給
付
す
る
も
の
で
、

病
院
事
業
費
用
合
計
を
７
億

５
２
５
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

賛
成
全
員（
可
決
）

病
院
事
業
会
計

美里町議会だより
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償
却
資
産
を
含
め
、
断
じ
て

行
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
講
じ

ら
れ
た
特
例
措
置
は
、
本
来

国
庫
補
助
金
等
に
よ
り
対
応

す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
回

限
り
の
措
置
と
し
て
、
期
限

の
到
来
を
も
っ
て
確
実
に
終

了
す
る
こ
と
。

特別委員会意見書
国へ提出しました

■
提
出
先

　

衆
議
院
議
長

　

参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣

　

内
閣
官
房
長
官

　

財
務
大
臣

　

総
務
大
臣

　

厚
生
労
働
大
臣

　

経
済
産
業
大
臣

　

内
閣
官
房
長
官　

　

経
済
再
生
担
当
大
臣

■
提
出
先

　

衆
議
院
議
長

　

参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣

　

内
閣
官
房
長
官

　

財
務
大
臣

　

総
務
大
臣

　

厚
生
労
働
大
臣

　

経
済
産
業
大
臣

　

内
閣
官
房
長
官　

　

経
済
再
生
担
当
大
臣

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
病
院
事
業
の

�

減
収
に
対
す
る
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

（
９
月
15
日
）
提
出
者
　
村
　
松
　
秀
　
雄
　

　
賛
成
全
員︵
可
決
︶

（
９
月
18
日
）
提
出
者
　
柳
　
田
　
政
　
喜
　

　
賛
成
全
員︵
可
決
︶

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
は
、
甚
大
な
経

済
的
・
社
会
的
影
響
を
も
た

ら
し
て
お
り
、
国
民
生
活
へ

の
不
安
が
続
い
て
い
る
中
で
、

地
方
税
・
地
方
交
付
税
等
の

一
般
財
源
の
激
減
が
避
け
が

た
く
な
っ
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
は
、
福
祉
・

医
療
、
教
育
・
子
育
て
、
防

災
・
減
災
、
地
方
創
生
、
地

域
経
済
活
性
化
、
雇
用
対
策

な
ど
喫
緊
の
財
政
需
要
へ
の

対
応
を
は
じ
め
、
長
期
化
す

る
感
染
症
対
策
に
も
迫
ら
れ
、

今
後
の
地
方
財
政
は
、
か
つ

て
な
い
厳
し
い
状
況
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

令
和
３
年
度
地
方
財
政
対
策

及
び
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、

下
記
事
項
を
確
実
に
実
現
さ

れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

記

１
．
地
方
の
安
定
的
な
財
政

運
営
に
必
要
な
地
方
税
、
地

方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総

額
を
確
保
・
充
実
す
る
こ
と
。

そ
の
際
、
臨
時
財
政
対
策
債

が
累
積
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
発
行
額
の
縮
減
に
努
め

る
と
と
も
に
、
償
還
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
。

２
．
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
財
源
保
障
機

能
と
財
源
調
整
機
能
が
適
切

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
総
額

を
確
保
す
る
こ
と
。

３
．
令
和
２
年
度
の
地
方
税

収
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

万
全
の
減
収
補
填
措
置
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
減
収
補
填

債
の
対
象
と
な
る
税
目
に
つ

い
て
も
、
地
方
消
費
税
を
含

め
弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

４
．
固
定
資
産
税
は
、
市
町

村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税

で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
を
揺

る
が
す
見
直
し
は
、
家
屋
・

　

本
年
１
月
に
国
内
初
感
染

が
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
８
月

３
日
に
は
新
規
感
染
者
数
が

１
９
９
８
人
に
も
及
び
、
現

在
も
収
束
の
め
ど
が
立
っ
て

い
な
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
伴
う
病
床
確
保
や
受
診

抑
制
で
医
療
機
関
は
大
幅
な

減
収
と
な
り
、
地
域
医
療
を

担
う
医
療
機
関
は
感
染
・
拡

大
防
止
に
向
け
て
の
最
大
限

の
対
応
を
行
っ
て
い
る
が
、

経
費
の
増
加
や
人
と
の
接
触

を
避
け
よ
う
と
す
る
患
者
の

減
少
に
よ
り
、
経
営
状
況
が

悪
化
し
て
い
る
。

　

感
染
の
収
束
時
期
が
見
通

せ
な
い
中
、
持
続
的
な
財
政

支
援
が
な
い
限
り
経
営
の
安

定
化
は
望
め
ず
、
看
護
職
を

は
じ
め
と
す
る
医
療
従
事
者

の
処
遇
悪
化
が
懸
念
さ
れ
、

地
域
の
医
療
崩
壊
が
危
惧
さ

れ
る
。

　

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

は
、
国
で
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
病
院
の
収
入
減
を
補
填

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

下
記
に
つ
い
て
強
く
求
め
る
。

記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
地
域
医
療

機
関
が
経
営
破
綻
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
医
療
機
関
の
収

入
減
に
対
し
、
財
政
支
援
を

お
こ
な
う
こ
と
。
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８月会議
８月７日1人1台のタブレット

導入を承認
（
要
旨
）　
１
億
８
２
６
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
４

５
億
１
４
０
７
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
歳
出
は
、
総
務
費
92
万
円
、

民
生
費
３
８
２
万
円
、
教
育

費
１
億
７
７
８
６
万
円
追
加

し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
に

１
億
３
９
６
５
万
円
、
繰
入

金
に
７
１
４
万
円
、
町
債
に

３
５
８
０
万
円
追
加
し
ま
し

た
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　
Ｇ

※

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
検
討
経
緯
は
。

答　
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境

整
備
が
２
年
度
に
前
倒
し
さ

れ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
予
算

が
つ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
コ

ロ
ナ
も
踏
ま
え
、
早
急
な
環

境
整
備
の
必
要
が
あ
る
。
学

一
般
会
計
補
正
予
算

　

８
月
会
議
で
は
、
補
正
予
算
や
契
約
の
締
結
な
ど

２
議
案
を
審
議
し
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

校
の
高
速
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
整
備
と
、
１
人
１
台

の
端
末
を
整
え
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

問　
実
際
に
、
そ
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
使
っ
た
学
習
が
始
ま

る
の
は
い
つ
頃
か
。

答　
２
カ
月
程
度
で
高
速
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
を
予

定
し
て
い
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
多
く
の

需
要
が
あ
る
た
め
、
２
月
導

入
、
本
格
的
な
活
用
は
３
年

度
か
ら
と
な
る
。

問　
校
内
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
設
備
等
の
構
築
業
務

委
託
料
の
内
容
は
。

答　
国
の
基
準
の
10
ギ
ガ
に

施
設
を
増
強
す
る
。
各
学
校

に
機
器
管
理
の
ル
ー
タ
ー
や

配
線
を
行
い
、
校
舎
内
を
網

羅
す
る
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

を
整
備
す
る
。

問　

小
学
校
１
２
６
６
台
、

中
学
校
６
０
１
台
の
詳
細
は
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
生
徒
、
先
生
の
分
と
予

備
で
あ
る
。

（
要
旨
）　
美
里
町
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
の
重
点
施

策
に
掲
げ
て
い
る
設
備
更
新

を
実
施
す
る
た
め
、
国
の
二

酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事

業
費
等
補
助
金
を
活
用
し
、

整
備
す
る
も
の
で
、
１
億
３

７
６
５
万
円
で
国
際
航
業
・

大
成
温
調
共
同
企
業
体
と
業

務
委
託
契
約
を
締
結
す
る
も

の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　
業
務
に
支
障
の
な
い
よ

う
な
状
況
で
工
事
を
進
め
る

と
言
う
が
、
工
程
は
。

答　
契
約
後
、
業
者
と
綿
密

な
打
合
せ
を
し
な
が
ら
、
支

障
が
最
小
限
に
な
る
よ
う
な

施
工
方
法
を
今
後
検
討
す
る
。

業
務
委
託
契
約
の
締
結

（
公
共
施
設
省
エ
ネ
化
モ
デ

ル
事
業（
美
里
町
役
場
本
庁

舎
））

タブレットによる授業が始まる

※ 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
…
文
部
科
学
省
が
進
め
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
全
体
像

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
す

る
場
合
の
家
庭
環
境
整
備
の

考
え
は
。

答　
来
年
４
月
以
降
の
本
格

稼
働
に
向
け
て
整
理
し
、
格

差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
対

応
で
き
る
体
制
を
し
っ
か
り

と
取
っ
て
い
く
。

美里町議会だより
令和２年11月１日14



交流の森・交流館（土田畑村）

　

７
月
会
議
で
は
、
補
正
予
算
や
契
約
締
結
な
ど
３

議
案
を
審
議
し
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

特別委員会７月会議
７月10日

改修工事１億4820万円
（
要
旨
）　

２
年
度
美
里
町
交

流
の
森
・
交
流
館
長
寿
命
化

等
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
、
一
般
競
争
入

札
を
行
っ
た
結
果
、
新
日
本

商
事
株
式
会
社
が
総
合
評
価

落
札
者
決
定
基
準
に
基
づ
く

最
高
総
合
評
価
点
獲
得
者
と

な
り
、
１
億
４
８
２
０
万
円

で
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
交
流
の
森
・
交
流
館
長
寿

命
化
等
改
修
工
事
）

質
疑

問　
照
明
器
具
や
エ
ア
コ
ン

な
ど
の
交
換
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削

減
効
果
な
ど
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

答　
環
境
配
慮
の
視
点
か
ら
、

全
館
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交

換
し
、
空
調
の
設
備
更
新
も

行
う
。

（
要
旨
）　

２
８
３
２
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
４
３
億

３
１
４
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
総
務
費
に
１
６

６
万
円
、
民
生
費
に
６
７
８

万
円
、
土
木
費
に
４
５
０
万

円
、
消
防
費
に
１
７
６
万
円

教
育
費
に
１
３
６
２
万
円
追

加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金

５
６
７
万
円
、
県
支
出
金
８

８
３
万
円
、
繰
入
金
１
３
５

８
万
円
、
諸
収
入
25
万
円
追

加
し
ま
し
た
。

�

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　
公
共
施
設
用
光
フ
ァ
イ

バ
ー
移
設
工
事
請
負
費
１
６

６
万
円
の
内
容
は
。

答　
本
庁
舎
か
ら
不
動
堂
小

学
校
を
結
ん
で
い
る
光
フ
ァ

イ
バ
ー
が
民
地
の
上
空
を
通

ら
な
い
よ
う
に
、
県
道
か
ら

町
道
の
道
な
り
に
移
設
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

問　
保
育
施
設
感
染
症
対
策

事
業
の
内
容
は
。

答　
マ
ス
ク
、
消
毒
液
な
ど

の
消
耗
品
を
購
入
す
る
予
算

と
し
て
１
施
設
50
万
円
、
公

立
３
施
設
分
の
１
５
０
万
円

を
計
上
す
る
。

　

民
間
の
保
育
施
設
に
つ
い

て
は
、
１
施
設
50
万
円
、
５

施
設
分
で
２
５
０
万
円
を
補

助
金
と
し
て
計
上
す
る
。

問　
小
学
校
感
染
症
対
策
事

業
４
３
０
万
円
、
中
学
校
感

染
症
対
策
事
業
１
０
８
万
円

の
内
容
は
。

答　
年
間
を
通
し
て
必
要
と

な
る
手
指
の
消
毒
液
、
ハ
ン

ド
ソ
ー
プ
、マ
ス
ク
、フ
ェ
ー

ス
シ
ー
ル
ド
、
ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
を
予
算
化
す
る
。

問　
消
火
栓
修
繕
工
事
負
担

金
29
万
円
、
消
火
栓
設
置
工

事
負
担
金
１
４
７
万
円
の
内

容
は
。

答　
中
埣
の
消
火
栓
１
基
の

修
繕
、
和
多
田
沼
の
消
火
栓

１
基
の
更
新
工
事
で
あ
る
。

問　
国
土
強
靱
化
地
域
計
画

策
定
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、

策
定
時
期
、
策
定
年
度
は
。

答　
今
年
度
末
策
定
完
了
を

予
定
し
て
い
る
。
計
画
期
間

は
、
５
年
程
度
と
考
え
て
い

る
。

問　
小
学
校
・
中
学
校
の
学

校
医
業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

答　
不
動
堂
小
学
校
及
び
南

郷
小
学
校
、
３
中
学
校
の
眼

科
の
学
校
医
に
つ
い
て
、
公

立
の
医
療
機
関
の
医
師
か
ら

民
間
の
医
療
機
関
の
医
師
に

変
更
す
る
も
の
。

長寿命化される交流の森・交流館
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前
原
　
吉
宏
　
…
…
…
17

①�

全
額
助
成
で
予
防
接
種
を

手
島
　
牧
世
　
…
…
…
18

①
住
民
の
声
の
反
映
は

②
災
害
時
、
指
定
管
理
者
の
対
応
は

平
吹
　
俊
雄
　
…
…
…
19

①�

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
策
は

②�

警
戒
レ
ベ
ル
、
避
難
情
報
等
の
発
表

は
佐
野
　
善
弘
　
…
…
…
20

①�

汚
染
稲
わ
ら
の
処
理
は

②�

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
防
災
・
減
災
の
取
組

は

村
松
　
秀
雄
　
…
…
…
21

①
女
川
原
発
２
号
機
の
再
稼
働
は

②
新
中
学
校
建
設
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は

鈴
木
　
宏
通
　
…
…
…
22

①�

警
戒
レ
ベ
ル
４
で
の
避
難
情
報
は

②
年
齢
要
件
50
歳
未
満
に

福
田
　
淑
子
　
…
…
…
23

①
女
川
原
発
は
再
稼
働
す
べ
き
で
な
い

②
本
町
独
自
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

山
岸
　
三
男
　
…
…
…
24

①�

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
内
容
は

②�

農
林
業
系
汚
染
廃
棄
物
処
理
は

　
９
月
１
日
か
ら
２
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
８
人
の
議
員
が
、
防
災
対
策
や
農
林
業
系
汚

染
廃
棄
物
の
処
理
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
、
女
川
原
発
再
稼
働
な
ど
に
つ
い
て
18
項
目
に
わ
た

り
、
町
の
方
針
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
一
般
質
問
は
12
月
８
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

一般質問
町政を問う町政を問う 議員が行財政全般について執行機関に

疑問点や方針を問うものです

一
般
質
問
あ
れ
こ
れ
　
…
25

　

各
議
員
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
で
き
な
か
っ
た
質
問

を
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

美里町議会だより
令和２年11月１日16



相
当
の
障
害
の
あ
る
方
、
本

町
独
自
の
13
歳
未
満
の
子
ど

も
た
ち
は
、
全
額
助
成
と
し
、

対
象
外
の
町
民
に
も
で
き
る

限
り
の
助
成
を
検
討
し
、
危

険
因
子
を
取
り
除
く
意
味
で
、

危
機
感
を
持
っ
て
早
期
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

対
応
を
お
願
い
し
た
い
が
。

町
長　
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
活
用
は
当
然
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
併
発
し

な
い
よ
う
現
在
、
担
当
課
に

指
示
し
、
対
応
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
ワ
ク
チ
ン
量
や
調
達
方
法

な
ど
を
踏
ま
え
、
現
在
、
９

月
会
議
補
正
予
算
に
追
加
を

鋭
意
検
討
し
て
い
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、
罹
患
し
な
い

こ
と
が
一
番
だ
が
、
大
切
な

の
は
重
症
化
さ
せ
な
い
こ
と

で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
の
地
方
創
生
交
付

金
の
活
用
で
、
例
年
の
65
歳

以
上
の
定
期
接
種
対
象
者
、

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
１
級

少
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
は
現
在

開
発
途
中
で
あ
り
、
確
立
し

た
治
療
薬
は
な
く
、
多
く
の

薬
剤
が
臨
床
試
験
中
で
あ
る
。

し
か
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
は
、
ワ
ク
チ
ン
も
治
療
薬

も
存
在
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
一
般
ク
リ
ニ
ッ

ク
や
南
郷
病
院
、
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
保
護
す
る
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
同
時
流
行
を
最
大
限
警

戒
す
る
意
味
で
、
可
能
な
限

り
全
町
民
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
を
実
施
し
た

ら
ど
う
か
。

町
長　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
時
に
併
発
し
た
ら
命
に
危

険
も
及
ぶ
。
当
然
、
危
機
意

識
を
持
っ
て
い
る
。

　

す
べ
て
の
方
を
対
象
に
と

い
う
視
野
も
あ
る
が
、
国
の

問　
本
町
で
の
、
例
年
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
開

始
時
期
、
助
成
の
対
象
者
、

申
請
し
た
人
数
と
割
合
は
。

町
長　
予
防
接
種
の
開
始
時

期
は
、
流
行
期
に
入
る
前
の

10
月
頃
か
ら
で
、
対
象
者
は
、

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
65
歳

以
上
の
方
、
及
び
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
心
臓
、
腎
臓
ま

た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
１
級

相
当
の
障
害
の
あ
る
方
、
並

び
に
任
意
接
種
の
対
象
で
あ

る
１
歳
か
ら
13
歳
未
満
の
子

ど
も
た
ち
で
あ
る
。

　

令
和
元
年
度
助
成
の
対
象

者
数
に
対
す
る
申
請
し
た
人

数
と
割
合
は
、
65
歳
以
上
は
、

対
象
者
８
４
４
１
人
の
う
ち

接
種
の
助
成
を
申
請
し
た
の

は
49
・
８
％
、
４
２
０
６
人

で
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

１
級
相
当
の
障
害
の
あ
る
方

は
、
13
人
の
う
ち
46
・
２
％
、

６
人
で
、
１
歳
か
ら
13
歳
未

満
の
子
ど
も
た
ち
で
、
対
象

者
２
２
１
６
人
の
う
ち
２
回

分
申
請
は
41
・
１
％
、
９
１

０
人
、
１
回
分
は
49
．
１
％
、

１
０
８
９
人
で
あ
る
。

問　
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
症
状
、
潜
伏
期
間
、
無

症
状
感
染
、
ウ
イ
ル
ス
の
排

出
期
間
と
排
出
ピ
ー
ク
は
。

町
長　
日
本
感
染
症
学
会
の

資
料
か
ら
、
症
状
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
有
無
で
程
度
の

差
は
あ
る
が
、
多
く
は
38
度

５
分
以
上
の
発
熱
が
あ
り
、

咳
、
喉
の
傷
み
、
頭
痛
、
関

節
痛
な
ど
全
身
の
症
状
が
あ

る
。

　

潜
伏
期
間
は
１
日
か
ら
２

日
で
、
ウ
イ
ル
ス
の
排
出
期

間
は
５
日
か
ら
10
日
、
排
出

ピ
ー
ク
は
発
症
後
２
、
３
日

後
と
言
わ
れ
、
無
症
状
の
患

者
は
ウ
イ
ル
ス
量
が
少
な
く
、

無
症
状
の
方
か
ら
の
感
染
は

　厚生労働省の協力依頼文

〈
町
長
〉
補
正
予
算
で
鋭
意
検
討
す
る

全
額
助
成
で
予
防
接
種
を

一般質問

前 原 𠮷 宏
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情報の要となる広報紙

る
災
害
時
の
知
識
も
習
得
す

る
考
え
で
あ
る
。

問　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
策
定
状
況
は
。

町
長　
職
員
行
動
計
画
、
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
６

月
に
策
定
し
、
そ
の
後
必
要

な
見
直
し
を
行
っ
た
。

問　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
中
で
住
民
や
自
治
組
織

の
協
力
は
。

町
長　
避
難
者
が
主
体
的
に

な
っ
て
避
難
所
運
営
を
行
う

こ
と
が
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

な
ど
で
示
さ
れ
て
い
る
。
限

ら
れ
た
職
員
数
で
の
対
応
と

な
る
た
め
、
初
動
は
職
員
対

応
だ
が
、
運
営
は
、
避
難
者

あ
る
い
は
自
主
防
災
組
織
が

主
体
と
考
え
て
い
る
。

問　
避
難
所
の
主
体
は
避
難

者
で
あ
る
こ
と
の
周
知
を
し

て
は
。

町
長　
主
体
的
な
取
組
と
し

て
、
早
期
避
難
と
避
難
者
自

身
も
避
難
所
運
営
に
関
わ
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
を
周
知

あ
る
い
は
説
明
す
る
機
会
を

設
け
て
い
く
。

問　
原
子
力
災
害
が
発
生
し

た
場
合
の
指
定
管
理
者
の
対

応
と
責
務
は
。

町
長　
指
定
管
理
者
は
原
子

力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

ほ
か
の
災
害
と
同
様
に
、
利

用
者
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

避
難
所
に
つ
い
て
は
、
町
の

責
任
の
下
に
開
設
し
、
施
設

の
管
理
運
営
を
行
う
。

問　
施
設
管
理
者
の
対
応
の

詳
細
は
。

町
長　
各
指
定
管
理
者
に
は
、

災
害
時
を
含
め
た
緊
急
時
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
お

願
い
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

避
難
所
運
営
を
含
め
、
緊
急

時
の
対
応
の
検
討
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
原
子
力
災
害
を
含
む
災

害
発
生
に
関
す
る
知
識
の
習

得
や
研
修
、
訓
練
は
。

町
長　
指
定
管
理
者
を
対
象

と
し
た
研
修
や
訓
練
は
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
な
い
。

　

今
後
、
避
難
計
画
の
実
効

性
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、

段
階
的
に
研
修
や
訓
練
な
ど

を
実
施
し
、
原
子
力
に
関
す

災害時、指定管理者の対応は

〈町長〉マニュアルを作成する

し
、
町
民
の
要
望
な
ど
の
対

応
に
つ
い
て
、
庁
内
の
標
準

化
を
図
っ
て
い
る
。
寄
せ
ら

れ
た
意
見
、
要
望
に
つ
い
て

現
地
調
査
な
ど
を
行
い
、
内

容
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
政
策
担
当
を
交
え
た
議

論
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

町
長　
要
望
な
ど
の
内
容
に

よ
る
が
、
政
策
、
企
画
担
当

と
協
議
し
進
め
て
い
る
。

問　
町
の
広
報
の
意
図
は
。

町
長　
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
町
政
に

関
す
る
情
報
を
広
く
住
民
に

周
知
し
、
当
該
記
録
を
後
世

に
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
る
。

問　
町
の
広
聴
の
意
図
は
。

町
長　

町
民
か
ら
の
提
案
、

要
望
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の

解
決
や
実
現
を
促
進
し
、
町

の
制
度
や
運
営
の
改
善
に
生

か
す
た
め
の
調
整
を
行
っ
て

い
る
。
政
策
策
定
過
程
に
お

い
て
、
町
政
に
対
す
る
意
見

や
情
報
を
広
く
収
集
す
る
も

の
で
あ
る
。

問　
政
策
策
定
に
意
見
な
ど

を
反
映
さ
せ
る
流
れ
は
。

町
長　
全
て
総
務
課
秘
書
室

で
内
容
を
集
約
、
確
認
し
、

各
担
当
課
に
状
況
確
認
を
行

い
、
最
終
的
に
町
長
、
副
町

長
な
ど
と
内
容
確
認
を
し
た

上
で
町
民
へ
回
答
し
て
い
る
。

問　
住
民
の
声
の
反
映
の
仕

方
は
。

町
長　
平
成
26
年
に
町
民
の

声
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

手 島 牧 世
〈町長〉庁内の標準化を図る

住民の声の反映は
一般質問

美里町議会だより
令和２年11月１日18



一般質問

警
戒
レ
ベ
ル
、
避
難
情
報
等
の
発
表
は

〈
町
長
〉
早
め
の
判
断
を
し
て
い
くハザードマップの警戒レベル

問　
短
時
間
に
水
か
さ
が
上

が
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
の

場
合
、
ど
の
よ
う
な
手
段
を

取
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
気
象
庁
、
国
土
交
通

省
、
ダ
ム
管
理
者
か
ら
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
、
情
報

は
逐
一
町
に
届
く
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
時
間
経
過
後

に
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
る

か
常
に
情
報
を
把
握
し
て
お

り
、
遅
れ
な
い
よ
う
な
形
で

判
断
し
て
い
く
。

町
長　
警
戒
レ
ベ
ル
３
か
ら

５
の
段
階
で
市
町
村
が
発
令

す
る
内
容
を
、
気
象
情
報
あ

る
い
は
国
土
交
通
省
、
都
道

府
県
の
発
表
情
報
を
基
に
避

難
指
示
あ
る
い
は
避
難
勧
告

等
を
発
令
す
る
も
の
で
あ
り
、

発
令
に
当
た
っ
て
は
、
早
め

の
判
断
を
し
て
い
く
。

問　
本
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
警
戒
レ
ベ
ル
の
基
準

は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ

が
判
断
す
る
の
か
。
ま
た
、

何
に
基
づ
い
て
の
基
準
か
。

町
長　
い
つ
、
だ
れ
が
判
断

す
る
も
の
で
は
な
く
、
気
象

庁
な
ど
か
ら
発
表
さ
れ
る
防

災
気
象
情
報
の
内
容
や
市
町

村
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避

難
情
報
に
よ
っ
て
警
戒
レ
ベ

ル
が
決
ま
る
。
災
害
の
発
生

状
況
に
よ
っ
て
警
戒
レ
ベ
ル

１
か
ら
警
戒
レ
ベ
ル
５
ま
で

区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

区
分
は
、
国
に
お
い
て
全
国

一
律
に
決
ま
っ
て
い
る
。

問　
雨
量
は
そ
の
地
方
あ
る

い
は
そ
の
地
域
に
よ
っ
て
違

う
が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
線
状

降
水
帯
、
夜
間
寝
て
い
る
状

況
で
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

みさとクリーンフラッグ

問　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
態
は
。

町
長　
宮
城
県
内
32
医
療
機

関
の
帰
国
者
・
接
触
者
外
来

で
検
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

検
査
件
数
は
２
年
２
月
１
日

か
ら
８
月
26
日
ま
で
の
間
に

述
べ
７
５
８
４
件
、
１
日
当

た
り
の
平
均
は
36
・
５
件
と

な
っ
て
い
る
。

　

宮
城
県
で
は
行
政
検
査
で

行
っ
て
お
り
、
町
内
の
方
の

人
数
は
把
握
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。

問　
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い

る
の
か
。

町
長　
感
染
防
止
の
３
つ
の

基
本
で
あ
る
身
体
的
距
離
の

確
保
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手

指
の
消
毒
や
手
洗
い
の
実
施

を
推
奨
し
、
基
本
的
な
感
染

予
防
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
、

公
共
施
設
な
ど
へ
の
掲
示
や

健
康
教
室
な
ど
で
周
知
を

図
っ
て
い
る
。
み
さ
と
ク

リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
飲
食
店
な
ど
は
、

感
染
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

平 吹 俊 雄
〈町長〉３つの感染防止策を周知

コロナ感染症の対策は

美里町議会だより
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一般質問

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
防
災
・
減
災
の
取
組
は

〈
町
長
〉国
、県
、土
地
改
良
区
な
ど
と
連
携水田地帯を田んぼダムに

問　
避
難
所
で
必
要
な
備
品
、

飲
食
料
品
の
備
蓄
数
量
は
。

町
長　
発
電
機
20
台
、
投
光

機
55
基
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
29
基
、
ス
ト
ー
ブ
60
台
、

非
常
食
３
０
０
０
食
分
、
水

５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
２
０
０
本
、

２
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

３
０
０
本
を
備
蓄
し
て
い
る
。

問　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
は
。

町
長　
職
員
行
動
計
画
を
６

月
上
旬
、
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
６
月
下
旬
に
作

成
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
応
し
た
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。

問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
活
用

に
つ
い
て
、
今
後
の
考
え
は
。

町
長　
住
ん
で
い
る
場
所
の

安
全
性
を
確
認
し
、
必
要
に

応
じ
て
難
を
逃
れ
る
た
め
、

活
用
い
た
だ
き
た
い
。
行
政

区
な
ど
の
要
請
に
よ
り
、

マ
ッ
プ
の
見
方
、
町
の
特
徴
、

避
難
行
動
に
つ
い
て
、
職
員

が
説
明
し
て
い
く
。

問　
河
川
改
修
の
計
画
は
。

町
長　
本
町
の
北
上
川
水
系

及
び
鳴
瀬
川
水
系
の
計
画
は
、

国
土
交
通
省
で
策
定
し
た
堤

防
整
備
な
ど
で
、
出
来
川
は
、

現
在
宮
城
県
が
堤
防
改
修
工

事
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問　
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
よ
る
防

災
・
減
災
の
取
組
の
考
え
は
。

町
長　
防
災
・
減
災
の
取
組

の
１
つ
で
あ
る
と
認
識
し
、

国
、
県
、
土
地
改
良
区
な
ど

と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

試験焼却での前処理

問　
事
業
全
体
の
今
後
の
予

定
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

町
長　
当
初
計
画
し
た
両
町

に
よ
る
前
処
理
施
設
の
共
同

利
用
な
ど
の
一
体
的
な
取
組

は
行
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町

が
単
独
に
実
施
す
る
。
町
は
、

仮
設
の
前
処
理
施
設
で
、
当

初
の
計
画
ど
お
り
、
11
月
か

ら
焼
却
処
理
を
開
始
し
７
年

間
で
す
べ
て
を
焼
却
す
る
。

　

前
処
理
施
設
の
建
設
を
併

せ
て
行
っ
て
い
く
。

問　

牧
草
14
ト
ン
、
農
家
の

敷
地
か
ら
移
動
で
き
な
い
か
。

町
長　
１
カ
所
に
集
約
で
き

る
か
、
今
後
検
討
す
る
。

問　
５
月
28
日
全
員
協
議
会

で
、
汚
染
稲
わ
ら
３
２
６
ト

ン
を
経
済
性
、
効
率
性
を
考

慮
し
、
涌
谷
町
と
連
携
し
事

業
を
進
め
る
計
画
だ
っ
た
が
。

町
長　
涌
谷
町
で
は
、
６
月

議
会
に
予
算
の
調
整
が
間
に

合
わ
な
い
た
め
補
正
予
算
の

提
出
を
見
送
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

問　
大
崎
市
で
７
月
15
日
よ

り
本
焼
却
が
開
始
に
な
っ
て

い
る
が
、
状
況
は
ど
う
か
。

町
長　
計
画
ど
お
り
に
本
焼

却
が
行
わ
れ
て
い
る
。

汚染稲わらの処理は

〈町長〉計画どおり11月から焼却開始
佐 野 善 弘
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一般質問

村 松 秀 雄

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
…
民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
公
共
事
業
を
行
う

新中学校イメージ図

住民説明会の様子

一般質問

女
川
原
発
２
号
機
の
再
稼
働
は

〈
町
長
〉
反
対
の
考
え
は
変
わ
ら
な
い

新中学校建設Ｐ
※
ＦＩ事業は

〈町長〉６カ月ほど遅れている

問　
再
稼
働
を
ど
う
考
え
る
。

町
長　
反
対
の
考
え
は
変
わ

ら
な
い
。
原
子
力
の
安
全
性

は
崩
れ
た
の
で
、
依
存
し
な

い
社
会
構
築
を
Ｕ
Ｐ
Ｚ
首
長

会
議
の
中
で
、
議
論
し
て
い

く
。

　

今
後
も
そ
の
考
え
に
変
わ

り
は
な
く
、
引
き
続
き
そ
の

姿
勢
で
対
応
し
て
行
く
。

問　
１
号
機
廃
炉
で
低
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
や
使
用
済

み
核
燃
料
が
原
燃
に
引
き
渡

さ
れ
る
ま
で
何
年
間
か
女
川

発
電
所
内
に
貯
蔵
さ
れ
る
が
。

町
長　
放
射
性
廃
棄
物
の
処

分
場
を
全
国
ど
こ
に
す
る
か

決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
国
と

東
北
電
力
が
協
議
し
た
廃
炉

計
画
で
適
正
に
処
理
さ
れ
る

と
考
え
る
。

問　
「
原
子
力
に
依
存
し
な

い
社
会
を
」
の
強
調
は
。

町
長　
Ｕ
Ｐ
Ｚ
首
長
会
議
や

首
長
懇
談
会
で
再
稼
働
反
対

の
立
場
と
依
存
し
な
い
社
会

の
重
要
性
を
訴
え
て
い
く
。

問　
東
松
島
市
で
の
県
主
催

住
民
説
明
会
に
参
加
し
て
感

じ
た
こ
と
は
何
か
。

町
長　
国
や
東
北
電
力
の
説

明
は
不
十
分
で
あ
り
、
避
難

の
実
効
性
は
現
段
階
で
不
十

分
。
ま
た
、
広
域
避
難
計
画

も
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。

問　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
応
募
の

進
捗
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変

更
は
な
い
か
。

町
長　
募
集
要
項
を
定
め
て

公
表
、
応
募
と
な
る
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
お
よ
そ
６
カ
月

ほ
ど
遅
れ
て
い
る
。
取
り
戻

せ
な
い
が
、
早
め
に
進
め
る
。

問　
地
元
業
者
と
の
業
務
関

係
は
、
ど
う
な
る
か
。

町
長　
地
元
業
者
と
協
力
し

て
事
業
を
行
う
こ
と
の
条
件

を
検
討
し
て
い
る
。

問　
建
設
予
定
地
土
地
取
得

に
つ
い
て
、
問
題
は
な
い
か
。

町
長　
特
に
問
題
は
な
い
が

遅
れ
は
生
じ
る
。

問　
３
中
学
校
の
跡
地
利
用

の
協
議
内
容
は
。

町
長　

具
体
的
な
協
議
は
、

進
ん
で
い
な
い
。

問　

現
在
の
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
変
化
は
。

町
長　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
想
定

し
て
い
な
い
。
来
年
度
に
事

業
費
や
補
助
金
、
地
方
債
の

確
定
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、

改
め
て
実
施
し
た
い
。

問　
太
陽
光
発
電
の
補
助
で

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
。

町
長　
公
の
施
設
で
は
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
や
太
陽
光
発
電
を
活
用

し
て
い
る
。
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一般質問

魅力ある農業を

中
で
非
常
に
重
要
な
問
題
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
の

対
応
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

問　
「
農
業
自
体
魅
力
あ
る

産
業
に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
常
々
言
っ
て
い
る

が
、
何
が
必
要
か
。

町
長　
非
常
に
難
し
い
課
題

と
考
え
る
。
地
域
の
農
業
を

魅
力
的
な
も
の
に
す
る
た
め

に
農
業
生
産
力
を
向
上
さ
せ

収
入
確
保
に
繋
げ
る
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

問　
国
の
新
規
就
農
者
給
付

金
制
度
は
平
成
30
年
度
に
年

齢
要
件
を
18
歳
か
ら
50
歳
未

満
に
変
更
さ
れ
た
が
、
町
で

も
国
・
県
と
同
様
に
す
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長　
国
、
県
が
制
度
改
正

を
し
た
と
す
れ
ば
当
然
そ
の

よ
う
な
形
で
進
め
て
い
く
。

問　
離
農
者
と
新
規
就
農
者

の
橋
渡
し
を
す
る
農
業
経
営

の
継
承
事
業
に
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
。

町
長　
担
い
手
が
不
足
す
る

〈町長〉国、県の制度改正と同様にする

年齢要件50歳未満に

〈
町
長
〉
緊
急
時
は
、
避
難
指
示
と
す
る

警
戒
レ
ベ
ル
４
で
の
避
難
情
報
は

鈴 木 宏 通

受け入れ60人の福祉避難所

問　
レ
ベ
ル
３
の
避
難
準
備

情
報
と
し
て
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
方
な
ど
の
避
難
を
勧

め
て
い
る
が
、
ど
こ
に
避
難

を
す
べ
き
か
判
断
が
難
し
い

と
思
う
が
。

町
長　
警
戒
レ
ベ
ル
３
に
該

当
す
る
避
難
準
備
・
高
齢
者

な
ど
避
難
開
始
が
発
令
さ
れ
、

自
宅
に
留
ま
る
こ
と
が
危
険

な
場
合
に
、
一
般
避
難
所
で

の
避
難
生
活
が
難
し
い
方
は
、

要
支
援
者
の
避
難
所
で
あ
る

駅
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

避
難
し
て
ほ
し
い
。

問　

駅
東
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
受
入
可
能
な
人
数
は
。

町
長　
通
常
の
場
合
２
８
０

名
程
度
だ
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
は
60
名
ほ
ど
と
想
定
し

て
い
る
。

問　
福
祉
避
難
所
11
施
設
の

受
け
入
れ
人
数
は
。

町
長　

障
害
者
施
設
で
は
、

地
震
の
場
合
86
名
ほ
ど
で
、

水
害
時
は
６
名
ほ
ど
で
あ
る
。

問　
水
害
時
の
６
名
ほ
ど
は
、

ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

６
名
と
い
う
の
は
、

非
常
に
少
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍

の
折
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
、

新
た
な
施
設
の
確
保
に
つ
な

げ
た
い
。

問　
住
民
避
難
情
報
・
警
戒

レ
ベ
ル
４
の
中
に
全
員
避
難

と
し
て
避
難
勧
告
と
避
難
指

示
が
あ
る
。
勧
告
と
指
示
の

理
解
が
難
し
い
の
で
は
。

町
長　
分
か
り
に
く
い
、
混

乱
を
招
く
と
の
理
由
か
ら
、

現
在
、
内
閣
府
に
お
い
て
一

本
化
す
る
見
直
し
が
行
わ
れ

て
い
る
。
本
町
で
は
昨
年
の

よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は

避
難
指
示
と
す
る
考
え
で
あ

る
。
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一般質問

本庁舎に掲げる横断幕

本
町
独
自
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

〈
町
長
〉
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い南郷病院の発熱外来

町
長　
今
は
、
県
が
そ
れ
ぞ

れ
、
症
状
が
現
わ
れ
た
方
を

対
象
に
行
政
検
査
を
行
っ
て

い
る
。

　

国
、
県
で
は
医
療
機
関
や

学
校
現
場
で
働
く
人
た
ち
に

対
し
て
も
検
査
体
制
を
準
備

し
て
い
く
と
い
う
動
き
も
出

て
お
り
、
動
き
を
見
な
が
ら

町
独
自
も
考
え
て
い
き
た
い
。

る
の
で
は
、
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
る
。
だ
か
ら
、
町
独
自
で

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
検
査
を

す
る
と
い
う
姿
勢
に
な
ぜ
立

て
な
い
の
か
。

　
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
現
場

で
働
く
職
員
に
町
独
自
で
検

査
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

問　
本
町
に
お
い
て
、
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
所
、
介
護
施

設
、
医
療
の
現
場
で
働
く
人

は
何
人
い
る
か
。

町
長　
合
計
１
７
６
１
人
で

あ
る
。

問　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
国
の
責

任
で
行
う
べ
き
だ
が
、
感
染

防
止
・
安
心
の
対
策
は
検
査

の
拡
充
で
あ
り
、
本
町
独
自

で
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　
現
段
階
で
は
考
え
て

い
な
い
。　

問　
千
代
田
区
、
世
田
谷
区

で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い

現
場
で
働
く
職
員
に
対
し
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
と

あ
っ
た
。

　
感
染
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と

が
勘
所
に
な
る
。
町
民
は
い

つ
ま
で
続
く
の
か
、
子
ど
も

も
外
に
出
て
遊
べ
な
い
。
不

安
を
抱
え
な
が
ら
生
活
を
す

問　
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
首
長
会
議
を
、

ず
る
ず
る
引
き
延
ば
し
た
の

で
は
、
会
議
は
開
か
れ
な
い
。

　
町
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
っ
て
、
も
う
一
度
強
く

申
し
入
れ
て
首
長
会
議
を
開

く
よ
う
働
き
か
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長　
コ
ロ
ナ
と
９
月
会
議

の
関
係
も
あ
る
が
日
程
調
整

を
か
け
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
女
川
原
発
再
稼

働
や
事
前
同
意
お
よ
び
避
難

計
画
の
実
効
性
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

　

会
議
が
開
け
る
よ
う
、
一

生
懸
命
働
き
か
け
て
い
く
。

問　
避
難
計
画
に
実
効
性
は

な
い
。
何
よ
り
も
住
民
を
避

難
に
追
い
込
ま
な
い
道
は
再

稼
働
の
断
念
で
あ
る
。

　
こ
の
間
、
各
地
の
原
発
で

は
使
用
済
み
核
燃
料
が
た
ま

り
続
け
、
女
川
原
発
も
同
じ

状
況
で
あ
る
。
こ
の
核
の
ご

み
の
行
き
場
は
な
く
、
再
稼

働
す
れ
ば
ど
ん
ど
ん
た
ま
っ

て
い
く
。

　
再
稼
働
は
将
来
世
代
に
対

し
原
発
事
故
の
不
安
と
負
担

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、

再
稼
働
は
す
べ
き
で
な
い
と

考
え
る
が
、
あ
ら
た
め
て
町

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

町
長　
再
稼
働
に
は
反
対
で

あ
り
、
今
後
も
そ
の
考
え
に

変
わ
り
は
な
く
、
引
き
続
き

そ
の
姿
勢
で
対
応
し
て
い
く
。

福 田 淑 子
〈町長〉今後も再稼働反対に変わりはない

女川原発は再稼働すべきでない
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一般質問

問　
涌
谷
町
に
事
情
が
あ
り

予
算
計
上
で
き
な
い
の
で
あ

る
な
ら
、
本
町
と
し
て
１
、

２
カ
月
待
つ
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

町
長　
電
話
連
絡
後
も
庁
内

の
調
整
が
で
き
次
第
、
臨
時

議
会
に
補
正
予
算
を
提
案
し

て
い
く
と
聞
き
、
待
っ
て
い

た
が
、
８
月
に
今
年
度
は
予

算
提
案
で
き
な
い
と
い
う
連

絡
が
あ
り
、
実
施
方
法
を
変

更
す
る
こ
と
に
し
た
。

問　
涌
谷
町
長
と
の
話
し
合

い
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

町
長　
そ
の
後
、
何
度
か
会

っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
話
し

は
な
く
、
極
め
て
残
念
で
あ

る
と
伝
え
た
。

問　
計
画
ど
お
り
進
捗
さ
れ

て
い
る
の
か
。

町
長　
８
月
開
催
の
１
市
２

町
に
よ
る
農
林
業
系
汚
染
廃

棄
物
処
理
担
当
者
会
議
で
、

涌
谷
町
の
担
当
者
か
ら
「
今

年
は
事
業
を
実
施
で
き
な

い
」
と
の
申
し
出
が
あ
り
、

当
初
の
計
画
ど
お
り
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。

問　
涌
谷
町
よ
り
６
月
に
電

話
で
、
す
で
に
「
予
算
上
程

で
き
な
か
っ
た
」
と
連
絡
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
。

町
長　
６
月
議
会
に
は
提
案

で
き
な
か
っ
た
が
、
調
整
が

で
き
次
第
、
予
算
を
提
案
す

る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。

〈町長〉それぞれの町で実施する

農林業系汚染廃棄物処理は

問　
３
年
２
月
納
入
と
の
こ

と
だ
が
、
操
作
や
活
用
方
法

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

教
育
長　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操

作
や
活
用
方
法
は
、
納
入
時
、

教
職
員
対
象
に
説
明
会
を
開

催
す
る
。

問　
児
童
生
徒
へ
の
利
用
指

導
は
。

教
育
長　
利
用
指
導
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問　
６
小
学
校
の
１
２
６
６

台
は
、
児
童
の
台
数
と
し
て

１
１
５
４
台
、
予
備
が
１
１

２
台
と
な
る
が
。

教
育
長　
先
生
方
の
使
用
分

が
多
く
含
ま
れ
、
予
備
台
数

は
各
学
校
で
３
台
か
ら
６
台

ぐ
ら
い
に
な
る
。

〈
教
育
長
〉
国
の
基
準
仕
様
を
採
用
し
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
内
容
は

山 岸 三 男

問　
町
内
６
小
学
校
に
１
２

６
６
台
、
３
中
学
校
に
６
０

１
台
配
置
さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
内
容
は
。

教
育
長　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
用
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
採
用
し
、
内
容
は
端
末
本

体
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
保
護
カ

バ
ー
、
教
育
用
ソ
フ
ト
で
あ

る
。

問　
校
内
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
設
備
等
構
築
業
務
の

内
容
で
学
校
内
で
の
活
用
を

満
た
せ
る
の
か
。

教
育
長　
校
舎
内
で
全
児
童

生
徒
が
一
斉
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、
容
量
が

大
き
い
動
画
再
生
な
ど
を

行
っ
て
も
支
障
な
い
よ
う
整

備
す
る
。

タブレットの利用指導を
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一般質問一般質問
あ
れこ
れ

手
島
　
牧
世

指
定
管
理
者
制
度

�

に
つ
い
て

問　
運
用
指
針
策
定
状
況
は

町
長　
現
在
最
終
的
な
調
整

を
行
っ
て
い
る
。
９
月
末
に

策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
評
価
項
目
は
あ
る
か
。

町
長　
指
定
管
理
者
に
対
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
、

さ
ら
に
は
内
部
評
価
の
実
施

の
項
目
を
設
け
て
い
る
。

問　
指
定
管
理
者
制
度
、
職

員
の
理
解
は
。

町
長　
制
度
は
国
の
自
治
法

な
ど
で
定
め
ら
れ
、
多
様
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
効
率
的
、

効
果
的
に
対
応
す
る
た
め
民

間
事
業
者
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
な
が
ら
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
費
用
対
効
果

の
最
大
化
を
図
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
。
当
然
職
員
は
、

地
方
自
治
法
な
ど
の
内
容
を

理
解
し
、
制
度
に
つ
い
て
認

識
し
て
い
る
。

福
田
　
淑
子

放
射
性
物
質
焼
却
後

�

と
の
因
果
関
係
は

問　
も
と
も
と
セ
シ
ウ
ム
は

自
然
界
に
は
存
在
し
な
い
。

原
発
事
故
で
発
生
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
焼
却
後
と
の
因
果
関
係
は

ど
う
考
え
る
の
か
。

町
長　
本
焼
却
の
前
と
後
で

数
値
で
は
、
影
響
が
な
い
と

考
え
る
。

問　
最
終
処
分
場
の
周
辺
住

民
と
の
協
定
書
に
条
件
が
記

さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
内

容
は
何
か
。

町
長　
特
措
法
で
は
０
・
23

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ

る
が
、
地
元
と
の
協
議
の
結

果
安
全
を
確
保
す
る
た
め
地

元
か
ら
の
強
い
要
望
で
、
よ

り
以
上
の
厳
し
い
基
準
を
設

け
、
０
・
15
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
で
協
定
を
結
ん
で
い

る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
い

つ
ま
で
続
く
の
か
。
第
２
波
、
第
３

波
が
心
配
で
す
。
私
も
70
代
半
ば
過

ぎ
て
い
る
の
で
、
コ
ロ
ナ
に
気
を
付

け
て
ク
イ
ズ
に
応
募
し
ま
し
た
。

 

（
75
歳
）

●
議
会
だ
よ
り
は
楽
し
く
ま
た
詳
し
い

の
で
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。　 

　
（
81
歳
）

●
コ
ロ
ナ
禍
で
議
員
さ
ん
も
大
変
で
し

ょ
う
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

（
68
歳
）

●
毎
回
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
編

集
委
員
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。
町

の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

（
71
歳
）

●
議
会
だ
よ
り
、
見
や
す
い
し
読
み
や

す
い
で
す
ね
。
議
員
さ
ん
の
活
躍
が

わ
か
り
や
す
く
て
よ
い
で
す
。

 

（
70
歳
）

●
駅
東
に
民
営
保
育
所
が
で
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
待
機
児
童
が
い
る
ん
で
す

ね
。
残
念
で
す
。 

（
70
歳
）

●
毎
号
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
議

会
だ
よ
り
は
、
美
里
町
で
今
何
が
緊

急
の
課
題
な
の
か
が
わ
か
り
、
非
常

に
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
傾
向
に
あ
る
中
、
町
長
さ
ん
、

議
員
の
皆
様
に
は
先
手
、
先
手
の
効

果
の
あ
る
対
策
を
打
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。　 

（
57
歳
）

●
町
の
こ
と
何
も
考
え
な
い
、
知
ら
な

い
で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
町
議
会

だ
よ
り
を
拝
見
し
ま
す
と
町
が
こ
ん

な
に
動
い
て
い
る
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
す
。
町
議
会
の
皆
様
、
本
当
に
ご

苦
労
様
で
す
。 

　
（
73
歳
）

●
毎
日
コ
ロ
ナ
の
こ
と
で
沈
み
が
ち
な

と
き
、
表
紙
を
か
ざ
る
子
ど
も
た
ち

の
顔
を
見
て
い
る
と
一
時
で
も
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
早
く
皆
さ

ん
の
笑
顔
が
戻
っ
て
き
ま
す
よ
う
に

祈
り
ま
す
。　 

（
76
歳
）

●
議
会
だ
よ
り
を
読
み
、
自
分
の
知
ら

な
か
っ
た
町
内
の
こ
と（
大
切
な
知
っ

て
お
く
べ
き
こ
と
等
多
々
あ
り
ま
す
）

が
わ
か
り
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い

ま
す
。 

（
68
歳
）

●
暑
い
中
、
議
員
の
方
々
、
大
変
ご
苦

労
様
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
た

め
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

（
69
歳
）

議
会
だ
よ
り
の
ク
イ
ズ
に

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
や
メ
ー
ル
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

声声
みなさんのみなさんの
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充
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
石
巻
市
は

奨
学
金
返
還
支
援
事
業
を
行

っ
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
と
し
た
。

「
視
察
・
研
修
の
概
要
」

石
巻
市
奨
学
金
返
還
支
援
事

業
助
成
金
に
つ
い
て

１
．
若
手
職
員
有
志
に
よ
り

構
成
さ
れ
た
石
巻
市
復
興
戦

略
検
討
チ
ー
ム
に
よ
る
提
案

事
業
の
１
つ
と
し
て
創
設
さ

れ
、
平
成
28
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

　

内
容
は
石
巻
市
で
の
就
労

及
び
居
住
を
条
件
に
、
そ
の

返
還
を
一
部
支
援
し
優
秀
で

就
労
意
欲
の
あ
る
生
産
年
齢

人
口
の
増
加
と
、
不
足
し
て

い
る
高
度
人
材（
保
健
師
等
）

の
流
入
を
狙
っ
て
い
る
。

２
．
財
源
は
、
地
方
創
生
応

援
税
制（
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
）を
活
用
し
、
企
業
か

ら
の
寄
附
金
の
一
部
を
充
て

て
い
る
。

３
．
年
間
交
付
額
に
つ
い
て

平
成
30
年
度

１
１
２
９
万
７
０
２
９
円

令
和
元
年
度

１
３
２
２
万
５
３
６
４
円

令
和
２
年
度

１
６
５
０
万
円（
予
算
額
）

４
．
交
付
状
況
に
つ
い
て

　

職
種
は
、
看
護
師
、
保
健

師
、
助
産
師
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、

社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
、
保
育
士

と
な
っ
て
お
り
、
令
和
元
年

度
の
活
用
状
況
は
、
看
護
師

が
一
番
多
く
、
新
規
５
人
、

継
続
が
24
人
と
な
っ
て
い
る
。

５
．
助
成
金
の
額
に
つ
い
て

１
年
度
に
つ
き
20
万
円
を
限

度
と
し
、
３
年
間
で
総
額
60

万
円
と
し
て
い
る
。

「
意
見
」

　

人
材
育
成
に
お
け
る
奨
学

金
返
還
の
一
部
助
成
金
の
取

り
組
み
は
、
人
材
育
成
だ
け

で
な
く
、
若
者
の
定
住
化
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
評
価

で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
町
で
実
施
す

「
目
的
」

　

本
町
に
お
い
て
は
、
修
学

意
欲
の
あ
る
学
生
及
び
生
徒

で
あ
っ
て
、
健
康
上
支
障
が

な
く
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

学
資
の
確
保
に
困
難
が
あ
る

も
の
に
対
し
、
奨
学
資
金
を

貸
し
付
け
る
こ
と
に
よ
り
そ

の
修
学
を
促
進
し
、
も
っ
て

社
会
に
有
為
な
人
材
の
育
成

に
資
す
る
と
と
も
に
、
教
育

の
機
会
均
等
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
「
美
里
町
奨
学

資
金
貸
付
条
例
」
を
定
め
て

い
る
。

　

し
か
し
、
少
子
化
お
よ
び

社
会
情
勢
な
ど
に
よ
り
、
制

度
を
利
用
す
る
人
は
平
成
28

年
度
４
人
で
あ
っ
た
の
が
、

令
和
元
年
度
は
１
人
、
令
和

２
年
度
の
申
込
者
は
０
人
と

い
う
状
況
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
町
の
若
者
の

人
材
育
成
確
保
の
た
め
に
、

給
付
制
度
の
導
入
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
拡 教

育
、
民
生
常
任
委
員
会

【
宮
城
県
石
巻
市
】

奨
学
金
に
よ
る
人
材
確
保
に
つ
い
て

委員派遣報告�（常任委員会　所管事務調査）

常任委員会では研究課題について、他自治体の事例を調査しました。

研究課題の事例を調査

※ 

報
告
書
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

U
RL:http

：//w
w
w
.tow

n.
m
isato.m

iyagi.jp/

（
町
議
会
・

監
査
～
委

員
会
等
活

動
記
録
）

る
場
合
、
活
か
せ
る
事
業
所

の
な
い
対
象
職
種
に
つ
い
て

は
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
財
源
に
つ
い
て
も

さ
ら
な
る
調
査
・
研
究
が
必

要
で
あ
る
。

石巻市視察のようす
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あれどうなってんのしゃあれどうなってんのしゃ
平成29年度決算審査で意見を付した「その後」を報告します。

老朽化した山の神住宅、北浦第二住宅
　生活インフラに関する要望や生活基盤に対する地域の調査の評価内容を参考に、
事業展開への反映に努め、計画通り推進していくことを求めた。

　令和元年度建築工事に着手、２年度に外構工事等を実施、完成後10月以降に入
居開始の予定である。

どうなった

老朽化した町営住宅

完成間近な町営住宅

　事業費は、北浦第二住宅10戸、山
の 神 住 宅 ８ 戸 の 建 築 工 事 費 が
121,392千円。災害などの影響で管
理業務・工事費211,895千円は２年
度に繰り越しされた。
　建設工事請負費の半分は国の交付
金、その他の財源に公営住宅建設事
業債を活用し、自主財源を抑制して
いる。
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議会の活動 （６月会議から９月会議まで）
6月 9日～10日 2年度美里町議会6月会議

10日 議会だより編集特別委員会

18日

総務、産業、建設常任委員会

特別委員会・第1分科会

特別委員会・第2分科会

25日 教育、民生常任委員会

30日 特別委員会・運営小委員会

7月　3日 議会だより編集特別委員会

8日 議会運営委員会

10日

2年度美里町議会7月会議

行財政・議会活性化調査特別
委員会

議会だより編集特別委員会

13日 総務、産業、建設常任委員会

16日
特別委員会・第1分科会

特別委員会・第2分科会

20日 議会だより編集特別委員会

30日

教育、民生常任委員会

議会運営委員会

特別委員会・第1分科会

宮城県後期高齢者医療広域連合議会
（美里町選出議員）

7月22日 全員協議会

8月 5日 定例会

８月　5日

議会運営委員会

総務、産業、建設常任委員会

宮城県町村議会議長会
宮城県町村議会議員研修会

6日 教育、民生常任委員会

7日 2年度美里町議会8月会議

19日

全員協議会

特別委員会・第1分科会

特別委員会・第2分科会

27日 議会運営委員会

28日 総務、産業、建設常任委員会

　

９
月
26
日（
土
）、
町
内
の
幼
稚
園
で
運
動
会
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
ふ
ど
う
ど
う
幼
稚
園
の
運
動
会
の
一

場
面
で
す
。

表紙写真
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ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

私
の
人
生
喜
寿
の
小
言

濱は
ま
田だ

　
秀ひ
で
彦ひ
こ

　
「
小
牛
田
」
国
鉄
で
の
通
勤
が
便
利

な
と
こ
ろ
、
山
神
社
、
山
の
神
ま
ん
じ

ゅ
う
、
梨
…
移
り
住
ん
で
43
年
、　

住

め
ば
都
、
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
鉄
を
利
用
し
て
、
県
内
各
地
に
勤

め
、
毎
日
が
無
償
残
業
で
し
た
が
、
仕

事
と
遊
び
を
分
け
、
今
の
よ
う
な
レ
ジ

ャ
ー
は
無
く
、
酒
、
パ
チ
ン
コ
、
野
球
、

登
山
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
て
楽
し
く
仕
事
が
で
き
、
こ
れ
が

そ
の
後
の
人
生
を
大
き
く
し
て
く
れ
た

よ
う
で
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
酒
を
飲
ん
だ
日
の
次
の
日
は
這
っ

て
で
も
来
い
、
酒
に
飲
ま
れ
る
な
」、

仕
事
で
難
題
に
あ
う
と
、「
俺
が
責
任

を
持
つ
か
ら
行
っ
て
来
い
、
や
っ
て
み

ろ
」
と
言
わ
れ
、
頼
も
し
い
指
示
と
、

自
分
は
ミ
ス
で
き
な
い
責
任
感
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
は
、
都
会
で
は
、
酔
い
潰
れ
て
道

路
に
寝
込
ん
で
い
る
、
と
Ｔ
Ｖ
報
道
が

あ
っ
た
り
、
変
な
書
類
で
自
死
が
あ
っ

た
り
で
、
随
分
殺
伐
と
し
た
世
に
な
っ

て
き
た
よ
う
で
す
。

　

隣
近
所
で
、
お
茶
っ
こ
飲
み
や
、
各

班
で
の
お
茶
飲
み
慰
労
会
な
ど
も
な
く

な
り
、
二
人
暮
ら
し
世
帯
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
で
、
町
広
報
な
ど
の
配
布

に
は
、
毎
戸
顔
を
合
わ
せ
て
、
雑
談
、

安
否
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
頼
っ
て
ば
か
り

じ
ゃ
、
世
の
中
の
大
切
な
こ
と
に
気
づ

か
な
い
の
で
は
、
体
を
使
っ
て
遊
び
・

体
験
し
考
え
る
こ
と
も
大
切
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
働
く
と
は
、
自
分

に
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
責
任
を
果
た
す

こ
と
で
あ
り
、
仕
事
に
は
分
か
ら
な
い

こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
親
に
聞
く
こ
と
も

大
事
で
す
が
、
①
友
を
つ
く
る
こ
と
、

②
会
話
を
す
る
こ
と
、
③
報
連
相
：
仲

間
、
上
司
に
報
告
連
絡
相
談
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
め
っ
き
り
少
な
く
な

っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
一
人
１

台
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
黙
っ
て
一
生
懸
命

仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
で
、
良
い
仕
事

な
の
か
、
別
な
方
法
あ
る
の
か
も
わ
か

ら
な
い
の
で
は
。（
私
が
勤
め
て
い
る
会

社
）

つ
も
り
違
い

・
厚
い
つ
も
り
で　

薄
い
の
が
人
情

・
深
い
つ
も
り
で　

浅
い
の
が
知
識

・
弱
い
つ
も
り
で　

強
い
の
が
我

　

上
司
、
先
輩
が
部
下
に
教
え
な
く
な

っ
て
き
た
、
教
え
な
い
か
ら
教
わ
ら
な

く
な
っ
た
、
教
わ
る
気
が
な
い
か
ら
、

何
か
言
う
と
説
教
・
小
言
を
言
わ
れ
て

い
る
と
、
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。

　

私
も
、
還
暦
古
希
と
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
が
、
口
ば
か
り
う
る
さ
く
体
が
出
来

も
し
な
い
の
に
、
と
な
っ
て
来
て
い
る

よ
う
で
、
ガ
ン
コ
爺
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
楽
し
く
遊

び
た
い
ね
。

　

今
年
の
ス
ズ
ム
シ
も
産
卵
の
時
季
と

な
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
ろ
う
と
し

て
お
り
、
来
年
６
月
誕
生
を
楽
し
み
に

し
て
、
ま
た
、
小
牛
田
野
球
ク
ラ
ブ
会

長
、
プ
レ
ー
ヤ
と
し
て
、
50
歳
・
還
暦
・

古
希
の
春
秋
の
県
大
会
も
コ
ロ
ナ
で
出

来
ず
、
交
流
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
気

分
を
晴
ら
し
、
良
い
仕
事
が
出
来
る
よ

う
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

楽
し
い
こ
と
を
見
つ
け
て
面
白
が
っ

て
、
辛
い
と
き
ほ
ど
「
笑
い
」
で
い
た

い
で
す
ね
。

今
回
は
彫
堂
行
政
区
の

濱
田
秀
彦
さ
ん
か
ら
の

投
稿
で
す
。
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議会だより議会だより

環境に配慮し再生紙を
使用しています。

９月会議
No.63 令和２年11月１日
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前号の当選者　おめでとうございます
　（応募２８件、正解者２７人）
　・佐々木　　　昭　さん（志 賀 町）
　・渡　辺　恒　男　さん（志 賀 町）
　・佐々木　貴美子　さん（中　　組）
　・佐　藤　キ　ヨ　さん（峯　　山）
　・中　村　美恵子　さん（素 山 町）
◎前号の答え
　（健康・３０７９・１１）

ク イ ズ

　議会だよりでお伝えしきれない会議
の記録は、美里町公式ホームページま
たは近代文学館や南郷図書館
でご覧になれます。
美里町公式ホームページ

（URL：http：//www.town.misato.miyagi.jp/）の
「町議会・監査」→「会議録」から閲覧できます。

皆さん議会を傍聴
してみませんか
次回の会議 予定

12月８日（火）午前10時から

９月会議
議会中継（LIVE）アクセス件数1396件・傍聴人数9人

一般質問通告書は、ご希望の方に無料で提供します。
議会ライブ中継配信
会議の映像を配信しています。ホームページから
ご覧になれます。

　

令
和
２
年
も
２
カ
月
を
残
す
ば
か

り
と
な
り
ま
し
た
。
２
月
初
め
「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
で
の

船
内
隔
離
が
連
日
報
道
さ
れ
、
４
月

に
は
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ

れ
世
界
中
に
感
染
拡
大
が
続
く
現
在
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
も
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
一
日
も
早
い
収
束
を
祈

る
ば
か
り
で
す
。

　

９
月
会
議
で
は
補
正
予
算
や
令
和

元
年
度
決
算
認
定
な
ど
全
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
４
名
が
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

町
は
新
生
児
に
対
し
特
別
臨
時
給

付
金
支
給
や
生
活
応
援
商
品
券
配
布
、

中
小
・
小
規
模
企
業
支
援
金
交
付
な

ど
、
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
地

域
活
性
化
促
進
、
福
祉
増
進
に
資
す

る
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
自

助
・
共
助
・
公
助
を
深
く
受
け
止
め
、

こ
の
災
禍
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。
見
や
す
い
読
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
常
に
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

�

（
山
岸　

三
男
）

発
行
責
任
者

　議
　
　
長
　
大
　
橋
　
昭
太
郎

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　委
員
長
　
前
　
原
　
吉
　
宏

　副
委
員
長
　
佐
　
野
　
善
　
弘

　委
　
　
員
　
吉
　
田
　
二
　
郎

　委
　
　
員
　
手
　
島
　
牧
　
世

　委
　
　
員
　
山
　
岸
　
三
　
男

　委
　
　
員
　
柳
　
田
　
政
　
喜

編
集
後
記

満開のさるすべり

美里町
議会だより

問　○の中には、どんな数字、文字
が入るでしょうか。

①令和元年度決算の一般会計歳出○億
2635万円

②美里町中小企業・小規模企業○○基本
条例を可決

③一般質問、○人の議員が18項目を質問

美里町議会だより
令和２年11月１日30


